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　日本公庫中小企業事業は、中小企業者が培ってきた技術・ノウハウ等の貴重な経営資源や雇用を喪失させない

ように、政策金融機関として、事業承継の円滑化を資金・情報の両面から支援しています。

【みらいへのバトン～共につなぐ事業承継～】
お客さまに事業承継に対する自己診断を促すとともに、
お客さまが自社の事業承継に係る課題と進むべき方向性を
公庫職員と共有するための提供用冊子

【事業承継事例集（みらいへのバトン別冊）】
事業承継が必要であると感じながらも、どのように着手するべきかわ
からず悩まれているお客さまに向けて、取組みの参考になるような事
例をご紹介し、「みらいへのバトン」とともに、今後の事業承継準備
に役立てていただくためのツール

【経営情報】
お客さまに広く配付し、経営者の皆さまに事業承継の重要性を
お伝えするとともに、最新の施策等をご紹介するツール
〈バックナンバー〉
　No.411　円滑な事業承継に向けて～早期取組み着手の重要性～
　No.415　事業承継税制活用のポイント

情報提供ツール

日本公庫中小企業事業の事業承継支援

事業承継に必要な
資金の融資

①公庫版事業承継診断の推進
②事業承継税制等に関する情
報の提供
③Ｍ＆Ａニーズに対する引き
合わせ候補先の選定支援
④事業承継支援機関との連携

資金面の支援 情報面の支援

公庫版
公庫版
公庫版
公庫版・事業承継診断票

・事業承継診断票

・事業承継診断票

・事業承継診断票
Ｑ１Ｑ１Ｑ１Ｑ１

「事業承継」を具体的に検討していますか

「事業承継」を具体的に検討していますか

「事業承継」を具体的に検討していますか

「事業承継」を具体的に検討していますか

はいはいはいはい
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ

【「いいえ」の場合、その理由：

】

Ｑ２Ｑ２Ｑ２Ｑ２

Ｑ１が「はい」の場合、「事業承継」の着手及び完了はいつ頃を予定していますか

Ｑ１が「はい」の場合、「事業承継」の着手及び完了はいつ頃を予定していますか

Ｑ１が「はい」の場合、「事業承継」の着手及び完了はいつ頃を予定していますか

Ｑ１が「はい」の場合、「事業承継」の着手及び完了はいつ頃を予定していますか

【着手： 済 3年以内 5年以内
それ以降

】
【完了： 3年以内 5年以内 10年以内

それ以降
未定

】

Ｑ４Ｑ４Ｑ４Ｑ４

「事業承継」にあたり後継者候補は定まっていますか

「事業承継」にあたり後継者候補は定まっていますか

「事業承継」にあたり後継者候補は定まっていますか

「事業承継」にあたり後継者候補は定まっていますか

はいはいはいはい
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ

【「はい」の場合、それは誰か： 親族（続柄：
年齢：

）
従業員（年齢：

）
第三者（関係：

）
】

【「いいえ」の場合、その理由：

】

Ｑ５Ｑ５Ｑ５Ｑ５

後継者候補に対し事業を承継する意思を伝えましたか

後継者候補に対し事業を承継する意思を伝えましたか

後継者候補に対し事業を承継する意思を伝えましたか

後継者候補に対し事業を承継する意思を伝えましたか

はいはいはいはい
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ

【「いいえ」の場合、その理由：

】

Ｑ６Ｑ６Ｑ６Ｑ６

後継者候補は事業を引き継ぐ意思を示していますか

後継者候補は事業を引き継ぐ意思を示していますか

後継者候補は事業を引き継ぐ意思を示していますか

後継者候補は事業を引き継ぐ意思を示していますか

はいはいはいはい
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ

【「いいえ」の場合、その理由：

】

Ｑ３Ｑ３Ｑ３Ｑ３ 「事業承継」の実現に向け「事業承継計画」等の具体的な

「事業承継」の実現に向け「事業承継計画」等の具体的な

「事業承継」の実現に向け「事業承継計画」等の具体的な

「事業承継」の実現に向け「事業承継計画」等の具体的な

スケジュールを策定していますか

スケジュールを策定していますか

スケジュールを策定していますか

スケジュールを策定していますか

はいはいはいはい
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ

【「いいえ」の場合、策定予定時期：

】

Ｑ７Ｑ７Ｑ７Ｑ７

「事業承継」の実現に向けた障害（課題）は何ですか（複数回答可）

「事業承継」の実現に向けた障害（課題）は何ですか（複数回答可）

「事業承継」の実現に向けた障害（課題）は何ですか（複数回答可）

「事業承継」の実現に向けた障害（課題）は何ですか（複数回答可）

【 後継者不在
資金調達

株式移転
従業員の理解

取引先の理解
税負担

個人債務・保証
その他

】

Ｑ８Ｑ８Ｑ８Ｑ８

Ｑ７の障害を乗り越えるために相談できる人がいますか

Ｑ７の障害を乗り越えるために相談できる人がいますか

Ｑ７の障害を乗り越えるために相談できる人がいますか

Ｑ７の障害を乗り越えるために相談できる人がいますか

はいはいはいはい
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ

【「はい」の場合、それは誰か： 親族
従業員

税理士・会計士
公的支援機関

金融機関
その他

】

Ｑ９Ｑ９Ｑ９Ｑ９

今後、事業を第三者に譲渡・売却する可能性はありますか

今後、事業を第三者に譲渡・売却する可能性はありますか

今後、事業を第三者に譲渡・売却する可能性はありますか

今後、事業を第三者に譲渡・売却する可能性はありますか

はいはいはいはい
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ

【「はい」の場合、候補先の有無： あり（地域・業種等：

）

なし
】

ＱＱＱＱ10 貴社の事業承継とは別に、今後、事業多角化などに向け、

貴社の事業承継とは別に、今後、事業多角化などに向け、

貴社の事業承継とは別に、今後、事業多角化などに向け、

貴社の事業承継とは別に、今後、事業多角化などに向け、

第三者の事業を引き継ぐ可能性はありますか

第三者の事業を引き継ぐ可能性はありますか

第三者の事業を引き継ぐ可能性はありますか

第三者の事業を引き継ぐ可能性はありますか

はいはいはいはい
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ

【「はい」の場合、候補先の有無： あり（地域・業種等：

）

なし
】

Ｑ１Ｑ１Ｑ１Ｑ１が「いいえ」、Ｑ２で完了が「それ

が「いいえ」、Ｑ２で完了が「それ

が「いいえ」、Ｑ２で完了が「それ

が「いいえ」、Ｑ２で完了が「それ

以降」又は「未定」となった

以降」又は「未定」となった

以降」又は「未定」となった

以降」又は「未定」となった場合、
場合、
場合、
場合、

Ｑ３Ｑ３Ｑ３Ｑ３が「いいえ」となった

が「いいえ」となった

が「いいえ」となった

が「いいえ」となった場合場合場合場合
Ｐ６へ
Ｐ６へ
Ｐ６へ
Ｐ６へ

Ｑ４～Ｑ６

Ｑ４～Ｑ６

Ｑ４～Ｑ６

Ｑ４～Ｑ６のいずれかが「いいえ」と

のいずれかが「いいえ」と

のいずれかが「いいえ」と

のいずれかが「いいえ」と

なった
なった
なった
なった場合場合場合場合

Ｐ７へ
Ｐ７へ
Ｐ７へ
Ｐ７へ

Ｑ７で障害（課題）があり、かつ

Ｑ７で障害（課題）があり、かつ

Ｑ７で障害（課題）があり、かつ

Ｑ７で障害（課題）があり、かつ

Ｑ８Ｑ８Ｑ８Ｑ８が「いいえ」となった

が「いいえ」となった

が「いいえ」となった

が「いいえ」となった場合場合場合場合 Ｐ８へ
Ｐ８へ
Ｐ８へ
Ｐ８へ

Ｑ９Ｑ９Ｑ９Ｑ９・Ｑ・Ｑ・Ｑ・Ｑ10101010のいずれかが「はい」となった

のいずれかが「はい」となった

のいずれかが「はい」となった

のいずれかが「はい」となった場合場合場合場合
Ｐ８へ
Ｐ８へ
Ｐ８へ
Ｐ８へ

５

本票を用いて事業承継に対する進捗度合や不十分な点をご確認ください。

＜準備状況について＞

＜後継者について＞

＜課題認識について＞

＜Ｍ＆Ａについて＞

ステップ
ステップ
ステップ
ステップ１１１１

2018.9.25

NO.415事業承継税制活用のポイント
　中小企業においては、65歳以上の経営者が全体の約４割を占めており、今後数年で多くの中小企業が

事業承継のタイミングを迎えると想定されますが、半数近くの企業でその準備が進んでいません。こうし

た現状を受けて、国は今後10年間を事業承継支援の集中実施期間と定め、様々な支援施策を整えています。

　かかるなか、平成30年度税制改正において、「非上場株式等についての贈与税・相続税の納税猶予・

免除制度」（以下、「事業承継税制」）が抜本的に拡充され、10年間の時限措置として特例措置が設けら

れました。
　本号では事業承継税制の概要（一般措置及び特例措置）とその活用のポイントについて、具体的な活

用イメージを中心にご紹介します。

〈事業承継税制（一般措置）の概要〉

「非上場株式等についての相続税・贈与税の納税猶予及び免除の特例のあらまし（平成 30 年 4 月）」（国税庁）

（https://www.nta.go.jp/publication/pamph/sozoku-zoyo/201707/pdf/00.pdf）を加工して作成

納税リスク

やむを得ない理由があるなど一定の場合

1．事業承継税制（一般措置）の概要
　事業承継における課題のひとつとして、個人間の株式移転にかかる贈与税・相続税の負担が挙

げられます。こうした課題に対応するため、平成21年度に事業承継税制が創設されましたが、こ

の一般措置は、納税猶予を受けて承継してから 5年間の従業員数が平均 8割を下回った場合、利

子税を付して全額納付が必要になるなど、相応の納税リスクが伴うものとなっています。

みらいへのバトン

～共につなぐ事業承継～

平成平成平成平成
30303030年
６月年６
月

年６
月

年６
月
初版初版初版初版

資料：中小
企業庁「中

小企業の事
業承継に関

する集中実
施期間につ

いて（事業
承継５ヶ年

計画）」よ
り

（注）法人
（資産１億

円以上）の
経営者に対

して行った
アンケート

結果
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NO.411

円滑な事業承
継に向けて~

早期取組み着
手の重要性~

事業承継を
取り巻く状

況

　中小企業
においては

、65歳以
上の経営者

が全体の約
４割を占め

ており、今
後数年で多

くの中小企
業

が事業承継
のタイミン

グを迎える
と見られて

います。中
小企業が自

社のノウハ
ウや取引先

とのつなが
り、

従業員の雇
用などを維

持しながら
、将来にわ

たって事業
を継続して

いくために
は、円滑な

事業承継が
不

可欠ですが
、多くの企

業でその準
備が進んで

いません。

　こうした
状況におい

て、中小企
業庁は平成

28年12月
に中小企業

・小規模事
業者の円滑

な事業承継
を

実現するた
めの指針で

ある「事業
承継ガイド

ライン」を
10年ぶり

に改訂する
とともに、

平成29年
７月

には「事業
承継５ヶ年

計画」を策
定しました

。

　本号では
、「事業承

継ガイドラ
イン」と「

事業承継５
ヶ年計画」

の概要を踏
まえ、円滑

な事業承継
に向

けた早期取
組み着手の

重要性と、
事業承継を

支援するた
めの施策を

ご紹介しま
す。

　平成７年
に47歳であ

った中小企
業経営者の

ボリューム
ゾーンは、

平成27年に
は66歳とな

り、高

齢化が進行
しています

。そのため
、今後数年

の間に経営
者の大量引

退が予想さ
れますが、

下図の

とおり、過
半の企業に

おいて事業
承継の準備

は進んでい
ません。

　事業承継
は、後継者

の育成期間
も含めれば

、準備開始
から承継完

了まで５〜
10年程度を

要す

ることから
、経営者の

平均引退年
齢が70歳前

後であるこ
とを踏まえ

ると、60歳
頃には事業

承継に

向けた準備
に着手する

必要がある
と言えます

。
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２
０
１
９
年
７
月
23
日
に
横
浜
銀
行
本
店
に
て
、

横
浜
銀
行
の
大
矢
恭
好
頭
取
と
日
本
政
策
金
融
公
庫

の
吉
野
恭
司
中
小
企
業
事
業
本
部
長
の
対
談
が
行
わ

れ
た
。
２
０
２
０
年
に
創
立
100
周
年
を
迎
え
る
横
浜

銀
行
は
、「
従
来
の
銀
行
を
超
え
る
新
し
い
金
融
企

業
」と
し
て
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
に
よ
る
取
引
先
と

の
関
係
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
海
外
展
開
支
援

や
再
生
支
援
、事
業
承
継
支
援
の
取
組
み
な
ど
、企
業

の
成
長
に
向
け
た
金
融
機
関
の
役
割
と
公
庫
と
の
連

携
の
意
義
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

協調により
多様なニーズに応え、
 企業の成長を支える

ゲ
ス
ト

株
式
会
社
横
浜
銀
行

代
表
取
締
役
頭
取

大
矢 
恭
好
氏

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫

代
表
取
締
役
専
務
取
締
役

中
小
企
業
事
業
本
部
長

吉
野 

恭
司

特別
対談
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特別対談 民間金融機関連携特集 2

株式会社 横浜銀行
協調により多様なニーズに応え、企業の成長を支える

「全国ビジネス商談会」特集 7

株式会社 平野屋物産
多種多様な企業との出会いが、次なる事業の柱を作る

経 営 羅 針 盤 11

社員の気持ちに応える離職防止策　海上 泰生

中 小 企 業 白 書 特 集 13

中小企業の自己変革を促す多様な人材の活用・次世代人材の育成
株式会社 平出精密
多様な人材を育て、次世代を担う戦力に

i n f o r m a t i o n 18

【表紙写真】
株式会社平野屋物産・環境調和型の
鷹取工場内の高品質印刷を実現する
グラビア９色印刷機と８色印刷機。
（「全国ビジネス商談会」特集P7-10）

25
201 9. 9

JFC 中小企業だより 2019.9 1



民間金融機関連携特集

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
庫
主
催
の「
全
国
ビ
ジ
ネ
ス

商
談
会
」
は
、
昨
年
か
ら
御
行
に
協
賛
い

た
だ
き
、
お
取
引
先
も
ご
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。
融
資
以
外
の
面
で
も
緊
密
に
連

携
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

大
矢
　
横
浜
銀
行
は
貸
出
の
県
内
マ
ー

ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
が
３
割
強
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
う
は
い
っ
て
も
な
か
な
か
接
点

を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
お
客
さ
ま
も
い

ま
す
。
ま
た
、神
奈
川
県
の
主
力
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
あ
る
製
造
業
で
は
、
工
場
を
地
方
や

海
外
に
移
転
し
、
地
元
に
は
研
究
開
発
や

本
部
機
能
を
残
す
と
い
う
構
造
改
革
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、
地
方
の
工
場
ま
で

我
々
の
支
援
が
行
き
届
く
か
と
い
う
と
、

な
か
な
か
難
し
い
の
が
実
情
で
す
。
全
国

を
基
盤
と
す
る
公
庫
と
協
調
す
る
こ
と

で
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
、
お
客
さ
ま
に
も
喜
ん
で
頂
い
て
お
り
、

我
々
も
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
ま
す
。

吉
野
　
海
外
展
開
支
援
関
連
で
は
、
積
極

的
な
連
携
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
例
え
ば
今
年
に
入
っ
て
か
ら
だ
け

で
も
、
１
月
に
は
、
中
国
・
深
圳
に
お
い

て
「
横
浜
銀
行
・
日
本
公
庫
合
同
深
圳
交

流
会
」
を
開
催
し
、
100
社
を
超
え
る
取
引

先
現
地
法
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
に
お
い
て
、
公
庫
が
主

催
す
る
「
日
タ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
」
に

御
行
の
お
取
引
先
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
９
月
に
は
、
中
国
・

上
海
に
お
い
て
、
現
地
法
人
交
流
会
の
開

催
を
予
定
し
て
お
り
、
御
行
と
公
庫
が
企

画
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
多

く
の
地
域
で
連
携
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
は
、
お
互
い
の
お
客
さ
ま
に

と
っ
て
も
、
と
て
も
有
益
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

大
矢
　
神
奈
川
県
は
自
動
車
関
連
な
ど
輸

出
型
企
業
が
多
く
、
海
外
進
出
に
は
積
極

的
で
す
。
そ
の
た
め
我
々
も
海
外
拠
点
の

展
開
は
も
ち
ろ
ん
、
拠
点
に
お
け
る
支
援

内
容
の
充
実
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
現
地

の
税
制
・
法
制
な
ど
の
支
援
や
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
、
セ
ミ
ナ
ー
・
商
談
会
の
開

催
は
我
々
の
拠
点
で
あ
る
バ
ン
コ
ク
や
上

海
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
お
っ
し
ゃ
る

と
お
り
、
単
独
よ
り
も
連
携
し
た
方
が
交

流
す
る
お
客
さ
ま
の
数
も
増
え
ま
す
し
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
中
身
も
よ
り
充
実
し
ま

す
。
我
々
は
深
圳
に
つ
て
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
合
同
で
交
流
会
を
開
催
で

き
た
の
も
有
り
難
い
こ
と
で
す
。

吉
野
　
現
地
で
の
交
流
の
ほ
か
、
昨
年
の

海
外
展
開
に
積
極
的
な
企
業

を
支
え
る
金
融
機
関
の
役
割

吉
野
本
部
長
　
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
時
間

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
民
間
金
融
機
関
連
携
特
集
と
い
う

こ
と
で
、
御
行
と
の
連
携
を
中
心
に
お
話

を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
総
合
研
究

所
で
は
、
毎
月
中
小
企
業
景
況
調
査
を
発

表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
調
査
に
よ
る
と
、

私
が
公
庫
の
中
小
企
業
事
業
本
部
長
に
着

任
し
た
今
年
の
１
月
以
降
、
現
時
点
で
公

表
し
て
い
る
６
月
調
査
ま
で
、
売
上
げ
Ｄ

Ｉ
は
６
カ
月
連
続
マ
イ
ナ
ス
圏
に
入
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
全
国
各
地
の
取
引
先
に
お
話
を

聞
く
と
、
そ
れ
ほ
ど
厳
し
い
状
況
で
は
な

い
と
い
う
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
す
。
公
庫

融
資
業
務
に
お
い
て
も
、
新
事
業
、
海
外

展
開
、
事
業
承
継
の
分
野
で
は
伸
び
て
い

ま
す
。
中
小
企
業
も
こ
う
し
た
分
野
で
積

極
的
な
経
営
を
展
開
し
て
い
る
と
い
う
姿

勢
が
読
み
取
れ
ま
す
。

大
矢
頭
取
　
昨
今
で
は
人
手
不
足
を
背
景

と
し
て
、
内
需
関
連
の
企
業
に
お
い
て
は

値
上
げ
が
通
り
や
す
く
な
り
、
コ
ス
ト
を

転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
企
業
側
も
人
が
い
れ
ば
も
っ
と
受

注
で
き
る
と
い
う
声
も
多
く
、
内
需
関
連

は
堅
調
と
い
え
ま
す
。

　

神
奈
川
県
内
に
お
い
て
も
、
昭
和
30
～

40
年
代
の
老
朽
化
し
た
建
物
を
建
て
替

え
る
、
あ
る
い
は
人
手
不
足
を
背
景
に
生

産
性
向
上
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
企
業
の
設
備
投
資

が
依
然
と
し
て
強
さ
を
見
せ
て
い
ま
す
。

み
な
と
み
ら
い
地
区
等
臨
海
部
の
再
開

発
・
研
究
開
発
関
連
投
資
が
拡
大
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
建
設
業
だ
け
で
な
く
設

備
工
事
業
も
大
変
堅
調
で
す
。

　

一
方
で
自
動
車
の
生
産
台
数
・
消
費
台

数
が
中
国
で
減
少
し
て
い
る
点
に
つ
い
て

は
、
徐
々
に
影
響
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。

た
だ
国
内
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
好
調
で
す

し
、
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
に
は
な
ら
な
い
と

み
て
い
ま
す
。

吉
野
　
従
来
か
ら
民
間
金
融
機
関
と
は

協
調
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
30
年

４
月
か
ら
公
庫
全
体
で
改
め
て
民
業
補
完

を
徹
底
し
て
い
く
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。
ま
ず
協
調
融
資
を
打
診
し
、
お
客
さ

ま
及
び
取
引
金
融
機
関
と
協
議
を
重
ね
対

応
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
心
掛
け
て
１
年

間
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、
平
成
30
年
度
の
融

資
実
績
は
金
額
で
み
る
と
76
％
が
協
調
融

資
と
な
っ
て
お
り
、
件
数
・
金
額
と
も
平

成
29
年
度
と
比
較
す
る
と
２
倍
に
伸
び

て
い
ま
す
。
各
支
店
の
現
場
の
職
員
も
民

間
金
融
機
関
の
各
支
店
の
皆
さ
ん
と
親
密

な
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
御
行
と
の
連
携
は
緊
密
で
、
平
成
29
年

か
ら
平
成
30
年
に
か
け
て
協
調
融
資
の
件

数
、
金
額
と
も
に
、
２
倍
以
上
に
拡
大
し

売
上
げ
Ｄ
Ｉ
は
マ
イ
ナ
ス
圏
も
、

好
調
な
企
業
目
立
つ

民
間
金
融
機
関
へ

融
資
を
つ
な
ぐ
公
庫
の
役
割
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９
月
に
は
、
ス
タ
ン
ド
バ
イ
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
に
か
か
る
覚
書
を
締
結
し
、
す
で
に
実

績
が
で
て
き
て
い
ま
す
。
提
携
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
相
互
の
取
引
先
支
援

や
国
際
業
務
に
お
け
る
連
携
が
進
展
し
、

非
常
に
有
り
難
く
思
い
ま
す
。

大
矢
　
我
々
は
中
国
に
取
引
先
が
多
い
の

で
す
が
、
公
庫
と
連
携
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
で
、
さ
ら
に
、
我
々
の
お
客
さ
ま

以
外
の
企
業
と
の
接
点
も
拡
大
で
き
、
現

地
の
お
客
さ
ま
の
お
役
に
立
つ
基
盤
を
構

築
で
き
て
い
ま
す
。

吉
野
　
中
国
は
も
ち
ろ
ん
、
バ
ン
コ
ク
で

は
、
御
行
と
公
庫
の
駐
在
員
事
務
所
が
同

じ
ビ
ル
に
入
居
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

日
ご
ろ
か
ら
駐
在
員
同
士
で
情
報
交
換
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
平
成
30
年

８
月
に
黒
田
前
本
部
長
が
バ
ン
コ
ク
を
訪

問
し
た
折
に
は
、
御
行
の
ほ
か
、
福
岡
銀

行
、
百
五
銀
行
、
京
都
銀
行
と
意
見
交
換

会
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

吉
野
　
公
庫
で
は
資
本
性
ロ
ー
ン
等
さ
ま

ざ
ま
な
制
度
を
活
用
し
て
融
資
先
に
対
す

る
再
生
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
ロ
ー
ン
に
は
こ
れ
ま
で
参

加
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
30

年
度
に
制
度
が
変
わ
り
、
全
国
で
利
用
実

績
が
伸
び
つ
つ
あ
り
ま
す
。
御
行
と
も
す

で
に
４
件
の
連
携
事
例
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
地
方
銀
行
の
な
か
で
は
最
多
件

数
に
な
り
ま
す
。

大
矢
　
当
行
の
お
客
さ
ま
に
も
再
生
型
を

始
め
と
し
た
資
本
性
ロ
ー
ン
の
ニ
ー
ズ
が

根
強
く
あ
り
、
公
庫
と
連
携
で
き
る
ケ
ー

ス
も
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

吉
野
　
公
庫
で
は
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
資

本
性
ロ
ー
ン
の
制
度
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
今
で
は
公
庫
の
残
高
の
約
１
割
が
資

本
性
ロ
ー
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
事
業

と
再
生
支
援
の
分
野
を
中
心
に
ご
活
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
こ
の
仕
組
み
自
体
は
、
他
の

金
融
機
関
の
呼
び
水
と
な
る
こ
と
を
狙

い
と
し
た
も
の
で
、
民
間
金
融
機
関
と
の

連
携
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。
公
庫
が
リ

ス
ク
を
取
れ
る
と
こ
ろ
は
取
っ
て
い
き
、

よ
り
有
効
な
制
度
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

大
矢
　
再
生
先
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｄ
Ｓ
で
資

本
面
を
補
強
す
る
こ
と
を
今
後
も
や
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
や
は
り
成
長

を
支
援
す
る
前
向
き
な
提
案
を
も
っ
と

や
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ
の
意
味
で

も
お
客
さ
ま
の
成
長
資
金
を
エ
ク
イ
テ
ィ

と
し
て
提
供
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
ま
だ
連
携
で
き
る
余
地
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

吉
野
　
平
成
30
年
に
事
業
承
継
税
制
が
抜

本
的
に
改
正
さ
れ
る
な
ど
、
国
は
お
客
さ

ま
の
事
業
承
継
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
策
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
公
庫
に
お
い

て
も
、
事
業
承
継
関
連
融
資
は
着
実
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
支
店
の
職
員
は
、
お

客
さ
ま
の
事
業
承
継
に
対
す
る
準
備
状
況

等
を
確
認
す
る
た
め
、
平
成
30
年
度
、
３
、

０
０
０
社
以
上
の
お
客
さ
ま
に「
公
庫
版
・

事
業
承
継
診
断
票
」
を
用
い
た
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
の
お
客

さ
ま
の「
買
い
た
い
ニ
ー
ズ
」
と「
売
り
た

い
ニ
ー
ズ
」
を
本
部
が
集
約
し
、
21
件
の

引
き
合
わ
せ
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

御
行
と
も
、
互
い
に
ニ
ー
ズ
を
紹
介
し

合
う
取
組
み
を
開
始
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
し
、
今
後
も
、
国
の
事
業
承
継

に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
も
活
用
し

な
が
ら
、
事
業
承
継
支
援
を
進
め
て
い
き

企
業
の
成
長
を
促
す

前
向
き
な
支
援
を

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
矢
　
少
し
前
ま
で
は
オ
ー
ナ
ー
企
業
に

事
業
承
継
の
話
を
す
る
の
は
タ
ブ
ー
の
雰

囲
気
が
あ
り
ま
し
た
が
、
政
策
の
後
押
し

も
あ
っ
て
対
策
を
講
じ
る
企
業
も
増
え
て

お
り
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
ニ
ー
ズ
も

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
企
業
価
値
の
高
い
企
業
に
つ
い
て

は
切
実
な
問
題
で
す
の
で
、
優
先
度
を
高

く
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

親
族
に
後
継
者
が
い
な
い
場
合
、
親
族
外

で
の
事
業
承
継
や
、
他
企
業
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
を
ご
相

談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
公
庫
と
共
に
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
情

報
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

吉
野
　
御
行
の
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

大
矢
　
横
浜
銀
行
は
こ
の
４
月
か
ら
新

し
い
中
期
経
営
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
大
き
な
柱
の
ひ
と
つ
が
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
営
業
で
す
。
国
内
の
成
長
が
限
定

的
と
な
り
、
資
金
需
要
が
低
下
す
る
な
か
、

国
内
の
リ
テ
ー
ル
を
中
心
と
し
て
い
る
銀

行
に
と
っ
て
は
、
貸
出
金
が
減
少
す
る
と

予
測
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お

い
て
は
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
お
客
さ
ま
の

お
役
に
立
ち
、
そ
の
付
加
価
値
に
見
合
う

対
価
を
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま

す
。
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
お
客
さ

ま
と
の
関
係
を
築
き
、
銀
行
経
営
を
持
続

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
し
て
い
く
こ
と

が
大
き
な
目
標
で
す
。

　

２
つ
目
が
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
い
、
時
間
の
な

い
お
客
さ
ま
が
店
舗
に
行
か
な
く
て
も

我
々
の
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
第
一
弾
と
し
て

来
年
に
法
人
向
け
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
お
振
込
み
、

お
引
出
し
や
融
資
の
ご
相
談
以
外
で
も
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や
税
理
士
の
紹
介

な
ど
、
企
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
お
応
え
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
に
し
て
い

け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
が
人
材
育
成
で
す
。
お
客
さ
ま

に
評
価
さ
れ
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ジ

タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
で
き
る
人
材

を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

社
内
で
育
て
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

中
途
採
用
で
補
強
し
た
り
、
外
部
へ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
行
か
せ
た
り
と
い
っ
た
外

部
の
連
携
を
強
め
て
、
よ
り
一
層
の
強
化

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
で
基
礎
固
め
を
し
て
、
次

の
中
期
経
営
計
画
を
ス
タ
ー
ト
す
る
ま
で

に
は
財
務
面
で
効
果
が
現
れ
る
よ
う
構
造

改
革
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
や
シ
ェ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ー
な

ど
社
会
の
構
造
が
変
化
す
る
な
か
、
我
々

金
融
機
関
が
果
た
せ
る
役
割
は
従
来
以

上
に
広
が
り
を
み
せ
て
お
り
、
単
独
で
は

実
現
で
き
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
長
期
固
定
金

利
等
の
強
み
を
持
つ
公
庫
と
手
を
携
え
る

こ
と
に
よ
り
中
小
企
業
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
お
客
さ
ま
の
お
役
に
立
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
野
　
公
庫
と
し
て
も
融
資
だ
け
で
な

く
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
に
つ
い
て
も

御
行
と
連
携
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
し
、
な
に
よ
り
個
別
の
企
業
の
成

長
を
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
を

ご
相
談
で
き
る
よ
う
な
関
係
に
し
て
い
き

た
い
と
、
今
回
対
談
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

改
め
て
思
い
ま
し
た
。
中
小
企
業
の
皆
さ

ま
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
磨
き
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

「ソリューション営業」を経営計画の柱とする横浜銀行

　公庫は設置法上、民業を補完す
る政策金融機関として、民間金

融機関と連携してお客さまを支援し
ていく立場にあります

　公庫が今後も今までと同様に継
続してお客さまを安定的に支

援していくためには、公庫と民間金
融機関の連携が今まで以上に重要に
なっています

　お客さまに、全国ネットワーク、
長期固定金利等の公庫の強み

と、地域に根差したきめ細やかな対
応、資金調達手段の多様性等の民間金
融機関の強みとを組み合わせて使っ
ていただくことが、企業経営にとって
メリットとなり、資金調達の安定化に
もつながると考えています

公庫中小企業事業に
おける

民間金融機関連携に
対する考え方

１

２

３
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包
装
す
る
内
容
物
も
以
前
は
一
般
食

品
が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、
現
在
は
シ
ャ
ン

プ
ー
や
洗
剤
と
い
っ
た
日
用
品
の
シ
ェ
ア

が
20
％
を
占
め
る
な
ど
、
用
途
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
築
資
材
の

よ
う
に
缶
に
入
っ
て
い
た
も
の
を
袋
に
置

き
換
え
る
こ
と
を
提
案
し
て
お
り
、
次
な

る
柱
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

―
研
究
開
発
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
包
装
材

を
開
発
し
て
き
ま
し
た
か
。

母
里
　
当
社
は
高
い
機
能
性
や
、
特
徴
あ

る
外
観
を
持
つ
付
加
価
値
の
高
い
包
装
の

開
発
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
１
９
８
２

年
に
特
許
を
取
得
し
た
ラ
イ
ン
パ
ウ
チ

は
、
切
断
用
の
糸
を
袋
に
溶
着
さ
せ
、
そ

の
糸
を
引
っ
張
る
こ
と
で
袋
を
切
り
裂

き
、
簡
単
に
手
で
開
け
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
す
。
こ
れ
は
先
代
の
社
長
の
谷
の

趣
味
で
あ
る
釣
り
か
ら
発
想
を
得
て
開
発

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
複
雑
な
構
造
の
袋（
変
形
袋
）の

製
法
に
つ
い
て
も
特
許
・
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ

り
ま
す
。
最
近
で
は
食
品
メ
ー
カ
ー
と
共

同
で
お
湯
ま
た
は
水
を
注
ぐ
だ
け
で
お
に

ぎ
り
が
作
れ
る
商
品
を
開
発
し
ま
し
た
。

複
数
の
特
殊
フ
ィ
ル
ム
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
賞
味
期
限
５
年
と
い
う
長
期
保

存
を
可
能
と
し
、
当
社
の
変
形
袋
製
造
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て「
に
ぎ
ら
ず
に
三
角

形
の
お
に
ぎ
り
が
で
き
る
」
機
能
を
実
現

し
ま
し
た
。
お
に
ぎ
り
の
形
に
合
わ
せ
て

フ
ィ
ル
ム
を
切
り
裂
け
る
仕
組
み（
手
が

汚
れ
な
い
）も
好
評
で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
用
や

非
常
食
用
と
し
て
売
上
げ
を
大
き
く
伸
ば

し
て
い
ま
す
。

―
製
版
か
ら
製
袋
ま
で
一
貫
し
た
生
産

体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
工
場
に
は
ど

の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
か
。

母
里
　
食
品
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
中
に
入

る
食
品
を
保
護
し
、
安
全
・
安
心
な
状
態

で
消
費
者
に
届
け
る
と
い
う
使
命
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
印
刷
の
欠

陥
や
異
物
混
入
に
対
す
る
品
質
基
準
は

過
剰
な
ま
で
に
高
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
使
用
し
て
準

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
相
当
の
環
境
を
整
備

し
ま
し
た
。
温
湿
度
の
管
理
と
と
も
に
、

一
定
の
陽
圧
維
持
に
よ
り
、
ク
リ
ー
ン
な

作
業
環
境
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
化
や
設
備
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化

に
よ
り
環
境
調
和
型
の
工
場
を
目
指
し

て
お
り
、
全
国
各
地
よ
り
工
場
見
学
に
来

ら
れ
た
方
々
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
付
加
価
値
の
高
い
包
装
材
の
開

発
に
は
新
規
設
備
の
導
入
も
必
要
と
な
り

ま
す
。
２
０
１
２
年
に
は
そ
れ
ま
で
レ
ー

ザ
ー
方
式
の
製
版
機
だ
っ
た
も
の
を
彫
刻

方
式
に
入
れ
替
え
ま
し
た
。
レ
ー
ザ
ー
方

式
で
は
金
属
の
表
面
を
腐
食
さ
せ
て
窪
み

を
作
り
、
そ
の
溝
に
イ
ン
キ
が
た
ま
る
こ

と
で
基
材
へ
と
転
写
し
ま
す
。
そ
れ
に
対

し
て
彫
刻
方
式
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
針
で

金
属
の
表
面
を
直
接
削
っ
て
イ
ン
キ
が
た

ま
る
こ
と
で
基
材
へ
と
転
写
し
ま
す
。
イ

ン
キ
の
転
写
率
が
良
い
た
め
、
豊
か
な
階

調
表
現
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

―
全
国
に
強
固
な
顧
客
基
盤
を
持
っ

て
い
ま
す
。
販
路
開
拓
の
秘
訣
は
あ
り
ま

す
か
。

母
里
　
１
９
８
３
年
に
東
京
、
大
阪
へ
同

時
に
進
出
し
ま
し
た
。
こ
の
規
模
の
企
業

が
２
拠
点
同
時
に
営
業
所
を
開
設
す
る
の

は
、
か
な
り
思
い
切
っ
た
決
断
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
決
断
が
取
引
先
が
全

国
に
広
が
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
小
規
模
な
企
業
か
ら
大
手
企

業
ま
で
約
500
社
の
取
引
実
績
が
あ
り
、
取

引
先
の
地
域
も
業
種
も
分
散
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の

Ｊ
Ｆ
ス
ト
ッ
ク
パ
ッ
ク
株
式
会
社
で
は
、

小
口
の
取
引
先
向
け
に
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶

一
貫
生
産
体
制
と
販
路
拡
大
で

�

事
業
基
盤
を
強
化

―
平
野
屋
物
産
は
今
年
で
設
立
60
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
事
業
は
ど

の
よ
う
に
変
遷
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

母
里
社
長　

当
社
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
メ
ー
カ
ー
で
、
創
業
当
初
か
ら

食
品
関
係
の
包
装
材
を
中
心
に
手
が
け
て

い
ま
す
。
当
時
は
パ
ン
等
の
食
品
を
包
む

単
体
の
フ
ィ
ル
ム
が
中
心
で
し
た
が
、
次

第
に
バ
リ
ア
性
、
防
湿
性
、
遮
光
性
な
ど

の
機
能
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
で
は
フ
ィ
ル
ム
を
貼
り
合
わ
せ
た
ラ
ミ

ネ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
が
主
流
に
な
り
ま
し
た
。

　

ラ
ミ
ネ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
は
、
異
な
る
機

能
を
持
つ
フ
ィ
ル
ム
を
貼
り
合
わ
せ
る
た

め
、
以
前
は
手
で
裂
き
に
く
く
、
開
け
る

に
は
ハ
サ
ミ
が
必
要
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

先
代
の
社
長
で
あ
る
谷
が
考
案
し
た
の
が

「
ラ
イ
ン
パ
ウ
チ
」で
す
。
こ
の
特
許
を
武

器
に
東
京
、
大
阪
に
進
出
し
ま
し
た
。

意
欲
的
な
研
究
開
発
で

�

新
た
な
分
野
を
開
拓

食品メーカーと共同開発したヒット商品を説明する母里社長

　
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ（
軟
包
装
資
材
）の
老
舗
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
株
式

会
社
平
野
屋
物
産
は
、
意
欲
的
な
研
究
開
発
に
よ
っ
て
高
付
加
価
値
の
商
品
を

生
み
出
し
、
九
州（
本
社
）・
東
京
・
大
阪
を
拠
点
と
し
た
販
路
開
拓
に
よ
っ
て

全
国
に
固
定
客
を
掴
み
、
強
固
な
事
業
基
盤
を
築
い
て
い
る
。
取
引
先
を
惹
き

つ
け
る
特
徴
的
な
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
る
の
か
、
そ
し
て

そ
の
技
術
を
ど
の
よ
う
に
全
国
の
企
業
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
、

母
里 

圭
太
郎
・
代
表
取
締
役
社
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

多
種
多
様
な
企
業
と
の
出
会
い
が
、

次
な
る
事
業
の
柱
を
作
る

株
式
会
社
平
野
屋
物
産（
福
岡
県
大
野
城
市
）

先代から受け継いだ「ラインパウチ」を武器に、
さまざまな分野にチャレンジする母里社長

お客さまのさまざまなニーズに応え、
高付加価値の商品を生み出している8 JFC 中小企業だより 2019.9JFC 中小企業だより 2019.9 7
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し
ま
し
た
。
ニ
ー
ズ
の
あ
り
そ
う
な
企
業

を
検
索
す
る
こ
と
や
絞
り
込
む
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
に
事
前
に
商
談
を
予
約
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
商
談
会
当
日
は
、
効

率
的
に
動
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
前
予

約
で
き
る
コ
マ
が
、
も
っ
と
多
く
な
る
と

さ
ら
に
効
率
よ
く
動
く
こ
と
が
で
き
る
か

な
と
思
い
ま
す
。
ま
た
自
社
の
企
業
紹
介

ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
、
商
品
サ
ン
プ
ル
の

画
像
が
登
録
で
き
る
と
、
も
っ
と
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

―
こ
こ
ま
で
は
セ
ラ
ー
と
し
て
の
話
を

主
に
伺
い
ま
し
た
が
、
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て

の
成
果
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

母
里
　
こ
の
業
界
で
は
工
程
の
一
部
を
同

業
他
社
に
外
注
す
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
商
談
会
で
は
当
社

の
業
種
に
近
い
企
業
は
少
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
後
参
加
企
業
が
増
え
て
い
け
ば
、

発
注
の
選
択
肢
が
広
が
る
の
で
期
待
し
て

い
ま
す
。

―
初
め
て「
全
国
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
」

に
参
加
す
る
企
業
に
ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
り

ま
す
か
。

母
里
　
商
品
サ
ン
プ
ル
は
多
め
に
持
っ
て

行
く
方
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
特
徴
的

な
外
観
や
独
自
の
機
能
性
を
有
す
る
当
社

商
品
の
サ
ン
プ
ル
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と

で
技
術
力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
、
引
き
合
い

に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
公
庫
の

方
に
商
談
会
の
雰
囲
気
を
細
か
く
聞
い
て

準
備
し
て
お
く
と
、
当
日
ス
ム
ー
ズ
に
商

談
に
臨
め
る
と
思
い
ま
す
。

―
今
後
は
ど
の
よ
う
に
事
業
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
か
。

母
里
　
私
は
先
代
の
社
長
で
あ
り
義
父

で
あ
る
谷
の
希
望
で
入
社
し
、
２
０
１
３

年
の
鷹
取
工
場
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
り
、

２
０
１
４
年
に
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
鷹
取
工
場
、
吉
井
工

場
、
本
社
工
場
の
３
つ
の
工
場
の
機
能
を

整
理
し
て
、
鷹
取
工
場
の
２
期
工
事
で
機

能
を
集
約
し
、
さ
ら
に
全
体
的
に
生
産
性

を
上
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
処
理

設
備
の
導
入
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
問

題
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

営
業
面
に
お
い
て
は
、
多
種
多
様
な
分

野
に
お
け
る
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
さ
ら
に
深

掘
り
し
、
自
社
技
術
を
最
大
限
に
活
用
で

き
る
よ
う
に
展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
さ
き
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
非
常
食
用
お

に
ぎ
り
の
商
品
も
お
客
さ
ま
と
15
年
以
上

同
じ
営
業
担
当
者
が
お
付
き
合
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
築
い
た
信
頼
関
係
か
ら
生
ま

れ
ま
し
た
。

　

日
常
生
活
を
支
え
、
災
害
時
に
は
必
要

不
可
欠
と
な
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
一
翼
を
担

い
た
い
と
い
う
思
い
で
こ
れ
か
ら
も
取
組

み
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
最
後
に
取
引
先
開
拓
に
取
り
組
む
中

小
企
業
経
営
者
の
皆
さ
ま
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

母
里
　
自
社
の
特
徴
を
活
か
し
た
高
付
加

価
値
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
ず
、
自

社
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
継
続
的
な
発

展
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
出
会
い
の
場
を
増
や
し
て
、
自
社

の
技
術
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。「
全
国
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
」は
取

引
先
を
全
国
に
広
げ
、
未
知
な
る
分
野
を

開
拓
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま

す
。�

（
聞
き
手　

ラ
イ
タ
ー 

山
際  

貴
子
）

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
一
翼
を
担
い
、

�

継
続
的
な
発
展
を

向
け
の
高
付
加
価
値
包
装
を
通
信
販
売
す

る
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
平
野
屋
物
産

と
補
完
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
販
路
拡
大

の
相
乗
効
果
、
さ
ら
に
閑
散
期
の
変
動
を

吸
収
す
る
等
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

―
取
引
先
開
拓
の
取
組
み
と
し
て
、

公
庫
が
主
催
す
る
「
全
国
ビ
ジ
ネ
ス
商
談

会
」
へ
前
回
ま
で
４
年
連
続
で
参
加
し
て

い
ま
す
。

母
里
　
当
社
と
し
て
は
、
取
引
先
を
規
模
、

地
域
で
さ
ら
に
分
散
さ
せ
た
い
、
そ
し
て

未
知
の
分
野
を
開
拓
し
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
す
。「
全
国
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
」

へ
の
参
加
は
公
庫
か
ら
紹
介
さ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
が
、
全
国
か
ら
中
小
企

業
、
大
手
企
業
が
集
ま
る
こ
の
よ
う
な
機

会
を
い
た
だ
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

包
装
材
を
企
画
す
る
場
合
は
、
お
客
さ

ま
の
業
界
を
学
び
、
製
品
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
あ
る
い
は
食
品
の
主
力
製
品
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
置
き
換
え
る
と
い
っ
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
時
間
を
か
け
て
関
係
を
築
い
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
商
談
会

に
参
加
し
て
す
ぐ
受
注
に
結
び
付
く
と
い

う
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

と
は
い
え
、
商
談
会
を
通
じ
て
い
く
つ

か
面
白
い
企
画
の
相
談
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
菓
子
メ
ー
カ
ー
か
ら
は
、
お
菓

子
を
別
ブ
ラ
ン
ド
で
展
開
す
る
に
あ
た
っ

て
相
談
を
い
た
だ
き
、
新
た
な
袋
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お

菓
子
向
け
の
包
装
材
を
探
し
て
い
る
企

業
か
ら
の
相
談
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
バ

リ
ア
性
の
高
い
フ
ィ
ル
ム
を
お
探
し
の
た

め
、
他
の
メ
ー
カ
ー
の
フ
ィ
ル
ム
を
複
数

組
み
合
わ
せ
た
も
の
を
提
案
し
て
い
ま

す
。
当
社
で
は
フ
ィ
ル
ム
メ
ー
カ
ー
の
縛

り
が
な
く
、
求
め
る
機
能
に
応
じ
て
柔
軟

に
フ
ィ
ル
ム
を
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
こ

と
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

―
「
全
国
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
」
に
参
加

す
る
メ
リ
ッ
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

母
里
　
参
加
企
業
は
公
庫
の
取
引
先
が
大

半
を
占
め
る
た
め
、
新
規
取
引
で
ネ
ッ
ク

と
な
る
与
信
面
で
も
安
心
で
す
。
ま
た
、

参
加
す
る
こ
と
で
他
の
企
業
か
ら
き
ち
ん

と
し
た
企
業
だ
と
評
価
さ
れ
て
信
頼
性
が

向
上
す
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
現
状

の
参
加
費
か
ら
し
て
も
参
加
す
る
メ
リ
ッ

ト
は
大
い
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
民

間
金
融
機
関
が
推
薦
す
る
企
業
も
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

今
後
ま
す
ま
す
間
口
が
広
が
っ
て
い
く
の

で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
大
手
企
業
の
調
達
担
当
者
が
参
加

し
て
い
る
の
も
魅
力
で
す
。
大
手
企
業
の

場
合
は
Ｏ
Ｅ
Ｍ
先
を
探
し
て
い
る
企
業
も

多
く
、
今
後
顔
ぶ
れ
が
広
が
れ
ば
、
こ
う

し
た
大
手
企
業
と
も
め
ぐ
り
合
う
チ
ャ
ン

ス
が
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。

―
ど
の
よ
う
な
企
業
と
の
出
会
い
を
期

待
し
て
い
ま
す
か
。

母
里
　
も
ち
ろ
ん
大
手
企
業
と
の
大
き

な
商
談
も
嬉
し
い
の
で
す
が
、
小
口
の
お

客
さ
ま
と
長
く
お
付
き
合
い
す
る
こ
と

も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
の

事
業
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
共
に
成
長

で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
一
番
嬉
し
い
で

す
ね
。

―
「
全
国
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
」
で
は
、

事
前
に
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
参
加
企
業

を
検
索
し
た
り
、
商
談
の
予
約
が
可
能
な

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
御
社
は
こ
の

機
能
を
活
用
し
事
前
予
約
を
び
っ
し
り
と

埋
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
機
能
の
メ
リ
ッ

ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

母
里
　
事
前
に
か
な
り
調
査
を
し
て
、
食

品
関
係
を
中
心
に
訪
問
す
る
企
業
を
予
約

優
良
企
業
と
の
出
会
い
が

未
知
な
る
分
野
を
開
拓
す
る
糸
口
に

事
前
の
情
報
収
集
と
商
談
会
の

雰
囲
気
に
合
わ
せ
た
準
備
が

ス
ム
ー
ズ
な
商
談
に
つ
な
が
る

PointPointPoint

１
多
種
多
様
な
企
業
と
の
出
会
い
が
あ
る「
全
国
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
」を

活
用
し
、
未
知
な
る
分
野
を
開
拓
す
る
。

２
出
会
い
の
場
を
増
や
し
、
自
社
の
技
術
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

自
社
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
、
継
続
的
な
発
展
へ
つ
な
げ
る
。

３
商
談
会
に
臨
む
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
情
報
収
集
と
準
備（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
企
業
の

検
索
や
商
談
の
予
約
、
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
商
品
サ
ン
プ
ル
を
持
参
）を
し
っ
か
り
行
う
。

平野屋物産 に学ぶ
つのポイント3

未知なる分野を開拓するため、前回まで４年連続
で参加している「全国ビジネス商談会」2014年に稼働を始め、クリーンな作業環境を実現した鷹取工場

本 社：福岡県大野城市瓦田４丁目14番７号
代表者名：�代表取締役会長　谷　 　可成�

代表取締役社長　母里 圭太郎
資 本 金：5,000万円
従 業 員：115名（2019年７月現在）
事業内容：パッケージ（食品・生活用品の包装資材）

の製造・販売
会社設立：1959年
ホームページ：http://www.hiranoya-bussan.com/

株式会社 平野屋物産

「全国ビジネス商談会」とは
　公庫（中小企業事業）が、お客さまのビジネスチャンス拡大を支援するために、毎年開催
している個別面談形式の商談会（直近では、2019年２月25日、パシフィコ横浜におい
て、第11回目を開催）
（本商談会の特徴）
（１）中小企業向けに金融機関が単独で主催する商談会としては国内最大規模
（２）公庫のお客さまのほか、協賛機関から推薦のあったお客さまも含め、全国の多様な業

種の企業が参加（第11回「全国ビジネス商談会」には、過去最高の961社が参加）
（３）大手企業へ販路を拡大したいという参加企業のニーズに応え、大手企業の調達担当者

を招聘
（４）中小企業基盤整備機構、東京中小企業投資育成、日本貿易振興機構等の相談ブースを

設け、各種経営相談に対応

10 JFC 中小企業だより 2019.9JFC 中小企業だより 2019.9 9



羅針盤経営

で
一
人
前
に
な
っ
た
人
に
は
、
店
舗
経
営

と
い
う
次
の
段
階
の
目
標
に
進
む
よ
う
導

い
て
い
ま
す
。
店
長
経
験
を
積
ん
だ
人
に

は
、
会
社
全
体
の
運
営
と
い
う
、
さ
ら
に

次
の
目
標
を
用
意
し
ま
す
。
こ
の
会
社
に

い
れ
ば
、
常
に
成
長
の
機
会
が
あ
る
と
思

わ
せ
る
こ
と
が
、
離
職
の
防
止
に
有
効
な

の
で
す
。

　

人
付
き
合
い
が
苦
手
な
若
者
が
増
え
た

と
い
わ
れ
る
な
か
、
彼
ら
が
周
囲
に
溶
け

込
め
ず
離
職
に
至
る
前
に
、
な
ん
ら
か
の

予
防
策
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
欠
か
せ
な
い
仕
組
み
や

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
な
ど
、
相
互
理
解

を
半
ば
強
引
に
で
も
後
押
し
す
る
仕
掛
け

が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
Ｃ
社（
飲
食
店
チ
ェ
ー
ン
、
東

京
都
）は
、
社
員
同
士
の
一
致
団
結
が
必
須

と
な
る「
ク
レ
ン
リ
ネ
ス
・
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
設
備
や
什
器
・
備

品
す
べ
て
の
清
潔
度
を
各
店
舗
が
競
い
合

う
も
の
で
、
結
果
は
ラ
ン
キ
ン
グ
形
式
で

発
表
さ
れ
ま
す
。
社
内
の
注
目
度
は
高
く
、

自
店
舗
の
順
位
を
見
た
店
員
が「
次
回
は

必
ず
挽
回
し
ま
し
ょ
う
」
と
店
長
を
鼓
舞

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
大
き
く
順
位

を
上
げ
て「
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
賞
」を
受
賞

し
た
店
は
、
次
は
10
位
以
内
、
さ
ら
に
優

勝
を
狙
う
チ
ー
ム
に
な
る
そ
う
で
す
。
目

標
を
共
有
し
、
各
人
が
自
分
の
問
題
と
し

て
向
き
合
え
ば
、
一
体
感
が
生
ま
れ
、
定

着
率
も
向
上
し
ま
す
。
仮
に
、
売
り
上
げ

の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
競
う
な
ら
、
店
舗
の
立

地
な
ど
所
与
の
条
件
に
よ
っ
て
結
果
が
左

右
さ
れ
ま
す
が
、
清
潔
度
が
指
標
な
の
で
、

チ
ー
ム
の
努
力
だ
け
で
決
ま
り
、
士
気
が

高
ま
る
の
で
す
。

　

社
員
同
士
の
チ
ー
ム
活
動
に
加
え
て

重
要
な
も
の
は
、
経
営
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

例
え
ば
、
Ａ
社
で
は
、
社
長
と
全
社
員

が
個
人
面
接
を
す
る
機
会
を
、
年
２
回
、

設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
採
用
の
段
階
か

ら
直
接
対
話
を
重
視
し
、
最
終
面
接
で
は
、

学
生
を
社
長
室
に
招
き
入
れ
、
入
社
前
の

予
想
と
入
社
後
の
現
実
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
防
ぐ
た
め
、
時
間
を
制
限
せ
ず
に
、
お

互
い
に
納
得
す
る
ま
で
話
し
合
い
ま
す
。

　

Ｂ
社
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ツ
ー
ル
で
、
社
長

と
社
員
が
個
人
レ
ベ
ル
で
交
流
し
て
い
ま

す
。
社
長
か
ら
は
、
励
ま
し
や
助
言
な
ど

多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
す
。
社

員
の
誕
生
日
に
は
、
社
長
直
筆
の
手
紙
が

届
く
ほ
ど
で
、
相
互
の
信
頼
関
係
を
高
め

る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
営
者
と
の
緊
密
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
大
企
業
が
ま
ね

で
き
な
い
中
小
企
業
の
持
ち
味
で
す
。
仮

に
、
会
社
へ
の
不
満
が
社
員
側
に
生
じ
た

ら
早
い
段
階
で
対
処
で
き
ま
す
。
社
員
の

ほ
う
も
、
経
営
者
が
自
分
の
こ
と
を
見
て

く
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
承

認
欲
求
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
で
、
孤
立
感

や
疎
外
感
を
も
た
ず
に
す
み
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
各
社
各
様
の
事
情
が
あ
り
、

こ
の
２
社
ほ
ど
の
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
実
現
で
き
る
企
業
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
自
社
の
事
情

に
適
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

店
舗
数
が
多
い
Ｃ
社
で
は
、
月
１
回
、

全
社
員
が
集
ま
る
会
議
の
終
了
後
に
、
社

長
が
部
屋
の
出
口
に
立
ち
、
全
社
員
と
握

手
を
し
て
送
り
出
し
ま
す
。
時
間
は
短
く

て
も
、
社
員
一
人
ひ
と
り
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
る
有
効
な
取
組
み
と
い
え
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
離
職
の
防
止
に
効
果

を
あ
げ
た
各
社
の
事
例
か
ら
、
①
一
人
ひ

と
り
へ
の
配
慮
、
②
チ
ー
ム
活
動
を
促
す

仕
掛
け
、
③
経
営
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ

ま
し
た
。
給
与
の
引
き
上
げ
や
職
場
環
境

の
改
善
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
社
員
が
長
く
定
着
す
る
基
盤
を
つ
く

る
の
は
、
こ
う
し
た
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が

示
す
、
社
員
の
気
持
ち
に
応
え
た
取
組
み

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

チ
ー
ム
活
動
を
促
す
仕
掛
け

経
営
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

今
、
企
業
は
、
厳
し
い
採
用
難
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
工
夫
を
施
し
、コ
ス
ト
を
か

け
て
、
何
と
か
新
人
を
獲
得
し
た
と
し
ま

し
ょ
う
。
し
か
し
、
既
存
の
社
員
に
辞
め

ら
れ
て
し
ま
え
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

採
用
と
同
じ
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、

人
材
の
定
着
は
、
最
重
要
の
経
営
課
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
で
す
。

　

当
研
究
所
と
み
ず
ほ
総
合
研
究
所
㈱
が

共
同
で
行
っ
た
意

（
注
１
）

識
調
査
に
よ
る
と
、
現

在
の
勤
務
先
で
働
き
た
く
な
い
理
由
と
し

て
最
も
多
い
も
の
は
、
収
入
面
で
の
不
満

で
し
た
。
次
い
で
、
労
働
条
件
、
人
事
評

価
、
仕
事
内
容
、
人
間
関
係
、
上
司
に
対
す

る
不
満
な
ど
が
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
収
入

面
の
不
満
は
、
ほ
か
の
項
目
の
２
倍
以
上

の
多
さ
で
し
た
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
社
員
の
満
足
す
る
給

与
を
支
払
う
こ
と
が
、
離
職
の
防
止
に
最

も
効
果
的
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
経
営
者
に
と
っ
て
、
大
き
な
原
資
を

要
す
る
給
与
の
引
き
上
げ
は
、
な
か
な
か

踏
み
出
し
に
く
い
も
の
で
す
。
仮
に
、
給

与
を
引
き
上
げ
て
、
高
い
収
入
を
望
む
社

員
を
引
き
留
め
た
と
し
て
も
、
も
っ
と
高

い
給
与
を
出
す
他
社
と
比
較
さ
れ
、
い
ず

れ
は
辞
め
ら
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
業
界
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
給
与
水

準
を
常
に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
な
ら
別
で

す
が
、
現
実
的
に
は
困
難
で
す
。
給
与
の

引
き
上
げ
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ほ
か
の

方
策
も
合
わ
せ
て
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
実
際
に
、
ど
の
よ
う
な
方
策
が
あ
る

の
か
、
離
職
率
の
抑
制
に
成
果
を
あ
げ
た

企
業
の
事
例
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

若
手
社
員
が
悩
み
を
抱
え
込
み
、
誰
に

も
相
談
で
き
ず
に
離
職
に
至
る
例
は
多
い

と
い
わ
れ
ま
す
。
年
齢
の
近
い
先
輩
社
員

と
組
ま
せ
、
相
談
し
や
す
い
体
制
を
つ
く

る
こ
と
が
有
効
で
す
。
た
だ
し
、
悩
み
の

原
因
が
、
身
近
な
上
司
や
先
輩
社
員
と
の

関
係
と
い
う
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
Ａ

社（
産
業
機
械
製
造
業
、
千
葉
県
）は
、
あ

え
て
近
隣
部
署
の
先
輩
社
員
を
相
談
相
手

（
メ
ン
タ
ー
）
に
指
名
し
、
月
に
２
回
は
、

メ
ン
タ
ー
全
員
を
集
め
て
専
務
と
人
事
部

が
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
問
題
の
解
決
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
へ
の
不
安
も
悩
み
の
一
因
で
、
特

に
、
転
勤
や
配
置
転
換
後
の
処
遇
が
不
透

明
な
の
は
、
当
人
に
と
っ
て
大
き
な
ス
ト

給
与
の
引
き
上
げ
以
外
に

で
き
る
こ
と

一
人
ひ
と
り
に
配
慮
し
た

組
織
体
制

レ
ス
で
す
。「
育
成
方
針
や
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
た
な
ら
辞
め
な

か
っ
た
の
に
」
と
い
う
離
職
経
験
者
の
声

も
実
際
に
聞
か
れ
ま
す
。

　

こ
の
点
で
、
Ｂ
社（
美
容
業
、
福
岡
県
）

は
、
社
員
の
経
験
年
数
や
技
術
レ
ベ
ル
に

応
じ
た
目
標
を
設
定
し
、
段
階
を
踏
ん
で

成
長
さ
せ
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
示
し
て
い

ま
す
。
美
容
師
は
、
比
較
的
転
職
し
や
す

い
職
種
な
の
で
、
勤
務
先
で
自
ら
の
将
来

像
を
描
け
な
い
よ
う
な
ら
簡
単
に
辞
め
て

し
ま
う
と
い
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
社

は
、
チ
ー
フ
、
店
長
、
経
営
幹
部
へ
と
昇
進

し
て
い
く
明
確
な
基
準
を
示
し
、
技
術
面

日
本
政
策
金
融
公
庫
　
総
合
研
究
所
　
主
席
研
究
員
　
海
上 

泰
生

店内風景

現場での技術指導

（
注
１
）�「
人
材
確
保
と
定
着
に
関
す
る
調
査
」。
全
国

の
民
間
企
業
の
社
員
を
対
象
と
し
た
ウ
ェ
ブ

ア
ン
ケ
ー
ト
。
有
効
回
答
数
は
５
、０
４
０

件
。
２
０
１
７
年
に
実
施
。

　

＊　

�

本
稿
は
、『
日
本
公
庫
総
研
レ
ポ
ー
ト
』
№

２
０
１
８
─
４
「
人
材
の
定
着
を
促
す
中
小

企
業
の
取
り
組
み
」（
２
０
１
８
年
、
み
ず
ほ

総
合
研
究
所
㈱
に
委
託
し
て
実
施
し
た
調
査

の
報
告
書
を
当
研
究
所
が
監
修
）
を
も
と
に

著
述
し
た
。

社
員
の
気
持
ち
に
応
え
る

離
職
防
止
策
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―
平
出
精
密
は
日
本
で
初
め
て「
精
密

板
金
」
と
い
う
言
葉
を
つ
く
っ
た
企
業
だ

と
伺
い
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

こ
の
事
業
を
始
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

平
出
社
長　

当
社
は
１
９
６
４
年
に
私
の

父
が
創
業
し
ま
し
た
。
戦
前
で
す
が
父
は

東
京
で
丁
稚
奉
公
を
し
て
い
た
時
に
、
飛

行
機
の
製
造
工
場
を
見
か
け
、
毎
日
通
っ

て
夢
中
に
な
っ
て
見
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
を
た
ま
た
ま
そ
の
会
社
の
課
長
が
見

て
い
て
、「
そ
ん
な
に
も
の
づ
く
り
が
好
き

な
ら
雇
っ
て
あ
げ
る
よ
」
と
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
お
か
げ
で
飛
行
機
部
品
の
板
金

加
工
の
技
能
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
た

だ
け
で
な
く
、
機
械
幹
部
養
成
学
校
に
行

か
せ
て
も
ら
い
、
理
論
を
学
ぶ
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
こ
の
技
能
と
理
論
の
融
合
が

当
社
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
精
密
板
金
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ

ニ
ー
と
し
て
の
強
み
は
、
ど
の
よ
う
な
と

こ
ろ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

平
出
　
創
業
時
か
ら
最
先
端
の
機
械
を
積

極
的
に
導
入
し
て
き
ま
し
た
。
１
９
８
２

年
に
は
炭
酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
加
工
機
を
国
内

で
い
ち
早
く
導
入
し
、１
９
８
５
年
に
は
ド

イ
ツ
製
の
レ
ー
ザ
・
パ
ン
チ
複
合
機
を
国

内
で
は
大
手
企
業
に
次
い
で
２
番
目
に
導

入
し
て
い
ま
す
。
最
先
端
の
機
械
に
よ
る

レ
ー
ザ
ー
加
工
が
当
社
の
コ
ア
技
術
で
す
。

　

そ
し
て
超
精
密
板
金
工
法
に
よ
り
、
プ

レ
ス
金
型
を
使
わ
ず
に
供
給
可
能
な
技
術

を
確
立
し
ま
し
た
。
こ
の
技
術
の
活
用
に

よ
り
、
10
μ
ｍ
の
ピ
ッ
チ
精
度
を
要
求
さ

れ
る
金
属
部
品
の
試
作
や
、
量
産
試
作
品

に
対
応
す
る「
変
種
変
量
生
産
」

を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。

高
精
度
な
加
工
を
実
現

す
る
に
は
、一
定
の
条

件
下
で
金
属
を
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
金
属
が
伸
び
縮
み

し
な
い
よ
う
に
当
社
で

は
常
に
床
暖
房
で
温
度

を
一
定
に
保
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
だ
け
で
洗
浄
で
き
る「
イ
ン

ラ
イ
ン
ス
パ
イ
ラ
ル
洗
浄
機
」
を
始
め
と

し
た
自
社
商
品
の
開
発
に
も
力
を
い
れ
て

お
り
、
日
本
国
内
外
で
販
路
を
拡
大
し
て

い
ま
す
。

―
多
く
の
中
小
企
業
が
人
手
不
足
に

悩
ん
で
い
ま
す
が
、
平
出
精
密
で
は
ど
の

く
ら
い
の
時
期
か
ら
人
手
不
足
を
意
識
し

て
、
対
策
を
始
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

精
密
板
金
加
工
分
野
の

�

パ
イ
オ
ニ
ア

慢
性
的
な
人
手
不
足
の
悩
み
か
ら

�

生
ま
れ
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

精
密
板
金
加
工
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
株
式
会
社
平
出
精
密
は
、
プ
レ
ス
金
型
を
使

わ
ず
供
給
可
能
な
技
術
に
よ
っ
て
、
金
属
部
品
の
試
作
や
量
産
試
作
品
と
い
っ
た

「
変
種
変
量
生
産
」を
強
み
と
し
て
い
る
。
女
性
や
外
国
人
を
積
極
的
に
登
用
す
る

企
業
と
し
て
も
知
ら
れ
、
シ
ー
ン
を
選
ば
ず
多
く
の
女
性
や
外
国
人
が
活
躍
す
る

姿
が
見
ら
れ
る
。
多
様
な
人
材
を
ど
の
よ
う
に
育
て
、
活
用
し
て
き
た
の
か
、
株

式
会
社
平
出
精
密　

平
出
正
彦
・
代
表
取
締
役
社
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

「変種変量生産」を得意とする当社の製品
見本（上）と多様な人材の活用・育成につ
いて語る平出社長（右）

多
様
な
人
材
を
育
て
、次
世
代
を
担
う
戦
力
に

事
例
紹
介
─
多
様
な
人
材
の
活
用
・
育
成
に
取
り
組
む
企
業
　
株
式
会
社
平
出
精
密

資
料
：
厚
生
労
働
省「
一
般
職
業
紹
介
状
況
」

資
料
：
総
務
省「
労
働
力
調
査（
基
本
集
計
・
長
期
時
系

列
デ
ー
タ
）」

資
料
：
財
務
省「
法
人
企
業
統
計
調
査
年
報
」

（
注
）
１
．こ
こ
で
い
う
大
企
業
と
は
資
本
金
10
億
円
以

上
、
中
小
企
業
と
は
資
本
金
１
億
円
未
満
の
企
業
と
す

る
。

２
．平
成
18
年
度
調
査
以
前
は
付
加
価
値
額
＝
営
業
純

益
（
営
業
利
益

－

支
払
利
息
等
）＋
役
員
給
与
＋
従
業
員

給
与
＋
福
利
厚
生
費
＋
支
払
利
息
等
＋
動
産
・
不
動
産

賃
借
料
＋
租
税
公
課
と
し
、
平
成
19
年
度
調
査
以
降
は

こ
れ
に
役
員
賞
与
、
及
び
従
業
員
賞
与
を
加
え
た
も
の

と
す
る

人
手
不
足
の
深
刻
化

　
中
小
企
業
を
中
心
と
し
て
、
少
子
高
齢

化
を
背
景
と
し
た
人
手
不
足
が
深
刻
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
足
元
の
日
本
経
済
は
緩
や

か
に
回
復
し
、
全
体
の
雇
用
環
境
が
改
善

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
大
卒
予
定
者
や
転

職
者
の
大
企
業
志
向
が
高
ま
っ
て
お
り
、

規
模
が
小
さ
い
企
業
ほ
ど
採
用
に
苦
戦
し

て
い
る
。
求
人
倍
率
を
見
て
も
、
規
模
の

小
さ
な
事
業
者
ほ
ど
求
人
数
が
多
く
、
人

手
不
足
の
状
況
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い

る
（
図
表
１
）。

　
ま
た
、
労
働
生
産
性
に
つ
い
て
は
、
大

企
業
が
緩
や
か
に
向
上
し
て
い
る
一
方
、

中
小
企
業
に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
横
ば

い
の
状
況
に
あ
り
、
大
企
業
と
の
差
が
拡

大
し
て
い
る
（
図
表
２
）。

　
今
後
、
さ
ら
な
る
人
口
減
少
が
続
き
、

人
手
不
足
に
拍
車
が
か
か
る
と
予
測
さ
れ

る
な
か
、
喫
緊
の
課
題
は
、
全
企
業
の

99
・
７
％
を
占
め
る
中
小
企
業
の
労
働
生

産
性
の
向
上
で
あ
る
。

新
た
な
雇
用
の
担
い
手
の
活
用

　
多
く
の
中
小
企
業
が
採
用
に
苦
労
し
て

い
る
な
か
、
多
様
な
人
材
を
採
用
す
る
こ

と
で
人
手
不
足
に
対
応
し
て
い
る
企
業
も

存
在
す
る
。
図
表
３
を
見
る
と
、Ｍ
字
カ
ー

ブ
の
谷
の
部
分
、
つ
ま
り
従
来
は
就
業
率

が
低
か
っ
た
25
〜
44
歳
の
女
性
層
や
、
60

〜
69
歳
の
高
齢
者
の
う
ち
比
較
的
若
い
層

の
就
業
率
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
育
児
等
で
望
ま
な
い
退
職
を
し
た
女
性

や
経
験
豊
富
な
定
年
退
職
者
な
ど
、
新
た

な
労
働
の
担
い
手
を
受
け
入
れ
て
労
働
生

産
性
向
上
を
図
る
に
は
、
働
き
手
の
価
値

観
や
個
別
の
事
情
に
配
慮
し
た
労
働
環
境

の
整
備
が
鍵
と
な
る
。
今
回
は
多
様
な
人

材
活
用
に
よ
る
働
き
手
の
確
保
と
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
支
援
に
取
り
組
み
、
稼
ぐ
力
を

向
上
さ
せ
て
い
る
成
功
事
例
を
紹
介
す
る
。

　「
２
０
１
９
年
版
中
小
企
業
白
書
」で
は
、経
済
・
社
会
構
造
の
変
化
に
合
わ

せ
た
自
己
変
革
の
必
要
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。本
特
集
で
は
、
少
子
高
齢

化
等
を
背
景
と
し
て
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
な
か
、
多
様
な
人
材
を
活
用

し
、次
世
代
人
材
の
育
成
に
取
り
組
む
事
例
を
紹
介
す
る
。

図
表
３
：
男
女
別
・
年
齢
別

就
業
率
の
変
化

（
１
９
９
８
年
〜
２
０
１
８
年
）

図
表
２
：
企
業
規
模
別

従
業
員
一
人
当
た
り
付
加
価
値
額

（
労
働
生
産
性
）の
推
移

図
表
１
：
事
業
所
規
模
別

新
規
求
人
数
の
推
移

中
小
企
業
白
書
特
集
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事例紹介─多様な人材の活用・育成に取り組む企業　株式会社平出精密

平
出
　
30
年
ほ
ど
前
か
ら「
２
時
間
働
け

る
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
」を
積
極
的
に
登
用
し

て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
慢
性
的
に
採
用
に
苦
労

し
て
き
た
と
言
い
ま
し
た
が
、地
域
に
は
実

は
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。た
だ
当
社
に
来

て
く
れ
な
い
だ
け
な
の
で
す
。
例
え
ば
お
子

さ
ん
が
小
さ
い
う
ち
は
、家
庭
の
事
情
を
優

先
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
働
く
の
を
あ
き

ら
め
て
い
る
人
が
多
く
い
る
の
が
実
情
だ

と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
生
産
工
程
を
２
時
間
で
区
切

り
、
生
産
工
程
で
や
る
べ
き
作
業
と
、
目

標
と
す
る
生
産
量
を
明
確
化
し
ま
し
た
。

ア
ル
バ
イ
ト
職
員
は
、
２
時
間
働
く
の
で

あ
れ
ば
、
毎
日
で
も
週
に
１
回
の
出
勤
で

も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
事
情
が

あ
れ
ば
休
ん
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
と
に
か

く
働
け
る
時
に
少
し
で
も
働
い
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
を
込
め
て
こ
の
制
度
を
作
り

ま
し
た
。
最
初
は
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
で
も

お
子
さ
ん
が
大
き
く
な
っ
て
時
間
が
取
れ

る
よ
う
に
な
り
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
パ
ー
ト

に
変
わ
っ
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
し

て
い
る
人
も
い
ま
す
。

―
外
国
人
の
採
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
取
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
。

平
出
　
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
１
９
９
０

年
代
か
ら
海
外
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
取
引
先
の
海
外
展
開
に

合
わ
せ
て
拠
点
を
作
り
、
現
地
で
雇
用
し

た
外
国
人
を
日
本
で
受
け
入
れ
て
教
育
し

て
き
ま
し
た
。
受
け
入
れ
た
海
外
実
習
生

が
戻
る
時
に
ま
た
働
い
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
、
帰
国
後
に
、
い
わ
ゆ
る
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
の
形
態
で
仕
事
を
し
て
も
ら
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
、
現

地
の
人
を
採
用
し
日
本
に
働
き
に
来
て
も

ら
う
仕
組
み
を
構
築
し
ま
し
た
。
こ
の
仕

組
み
が
で
き
た
こ
と
で
、
今
年
か
ら
現
地

の
大
学
の
新
卒
の
学
生
を
本
社
で
採
用
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
、

タ
イ
人
合
わ
せ
て
約
17
名
が
日
本
で
働
い

て
い
ま
す
。

　

外
国
人
に
つ
い
て
は
、
母
国
に
技
術
を

持
ち
帰
り
、
地
域
に
貢
献
す
る
人
材
と
し

て
育
て
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
日

本
か
ら
戻
っ
た
人
材
が
現
地
で
技
術
者
を

育
て
る
こ
と
で
、
優
秀
な
技
術
者
を
ま
た

日
本
に
送
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
日
本
で
育
っ
た
人
材
が
帰
国
後
に

起
業
し
た
り
、
地
域
企
業
の
経
営
層
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
に
就
く
な
ど
、
現
地
で
活
躍
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
現
地

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡
大
す
る
こ
と
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
人
材
確
保
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

―
今
後
、
外
国
人
の
登
用
は
広
が
っ

て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
外

国
人
の
活
用
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
は
あ

り
ま
す
か
。

平
出
　
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
な

視
野
で
育
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
で
き
る
だ
け
早
く
戦
力
に
す
る
た
め

に
は
、
求
め
る
ス
キ
ル
を
現
地
で
身
に
着

け
て
い
る
人
材
、
あ
る
い
は
ス
キ
ル
を
学

校
で
学
ん
で
い
る
学
生
を
採
用
す
る
の
が

近
道
で
す
。
技
術
を
身
に
着
け
る
の
は
相

応
の
年
数
が
必
要
で
す
が
、
日
本
語
を
習

得
し
、
日
本
の
文
化
に
慣
れ
て
も
ら
う
の

は
、
比
較
的
短
期
間
で
で
き
ま
す
。
私
も

来
日
し
た
ば
か
り
の
外
国
人
を
自
宅
に
招

い
て
、
日
本
語
や
日
本
の
文
化
を
教
え
た

り
し
て
い
ま
す
。

―
地
元
・
岡
谷
諏
訪
地
域
に
お
け
る
連

携
に
も
力
を
い
れ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

平
出
　
教
育
に
し
て
も
開
発
に
し
て
も
中

小
企
業
が
単
独
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ

る
た
め
、
地
域
の
企
業
や
研
究
機
関
と
連

携
し
て
高
度
な
開
発
に
挑
み
、
技
術
力
を

磨
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、

２
０
０
０
年
に「
Ｄ
Ｔ
Ｆ（
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）
研
究
会
」
を
設
立
し
ま

し
た
。
Ｄ
Ｔ
Ｆ
研
究
会
と
は
、「
小
さ
な
も

の
は
机
の
上
の
小
さ
な
機
械
で
作
る
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。
製
造
業
の
ス
ペ

母
国
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
て
る

�

こ
と
が
人
材
確
保
に
つ
な
が
る

次
世
代
を
担
う
高
度
な

�

人
材
育
成
を
目
指
す

平
出
　
当
社
に
と
っ
て
、
人
手
不
足
は
創

業
当
時
か
ら
の
悩
み
で
す
。
近
年
、
長
野

県
岡
谷
諏
訪
地
域
は「
東
洋
の
ス
イ
ス
」と

も
呼
ば
れ
、
精
密
工
業
が
盛
ん
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
電
子
、
電
子
技
術
、
情
報
技

術
が
加
わ
り
、
ス
ー
パ
ー
デ
バ
イ
ス
産
地

と
し
て
形
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
大
手
企
業
が
こ
の
地

域
に
集
積
し
、
現
地
の
人
材
を
大
量
に
採

用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、

当
社
の
よ
う
な
中
小
企
業
で
は
な
か
な
か

地
元
で
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
創
業
当
時
か
ら
毎
年
全
国
各
地

を
行
脚
し
て
、
苦
労
し
て
人
を
集
め
て
き

ま
し
た
。

　

長
年
採
用
に
悩
む
な
か
で
、「
当
社
の
規

模
で
は
な
か
な
か
人
が
来
て
く
れ
な
い
。

限
ら
れ
た
人
材
を
優
れ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
に

育
て
て
価
値
を
作
っ
て
い
く
し
か
な
い
」

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
教

育
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　

エ
ン
ジ
ニ
ア
は「
人
間
性
」「
技
術（
知

識
）」「
技
能（
経
験
）」の
３
つ
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私

は
考
え
ま
す
。
当
社
で
は
こ
の
３
つ
を
三
角

形
で
表
し
て
い
ま
す
。
底
辺
が
人
間
性
で
、

残
り
２
辺
が
技
術
と
技
能
で
す
。
三
角
形

の
底
辺
、
つ
ま
り
人
間
性
の
辺
の
長
さ
が

短
い
と
、
い
く
ら
技
術
や
技
能
が
優
れ
て

い
て
も
、不
安
定
な
三
角
形
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。エ
ン
ジ
ニ
ア
は
企
業
人
と
し
て
の

人
間
性
を
前
提
と
し
て
、
技
術
と
技
能
が

融
合
し
て
始
め
て
知
恵
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

人
格
形
成
の
一
助
と
な
る
よ
う
に「
平

出
精
密
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
と
い
う
冊
子
を

社
員
と
一
緒
に
作
り
ま
し
た
。
常
識
や
礼

儀
も
含
め
て
、
ど
の
よ
う
に
仕
事
に
向
き

合
う
べ
き
か
と
い
う
指
針
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
社
で
は
、
年
単
位
で
教
育
す

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。
１

年
目
は
３
カ
月
研
修
を
受
け
て
、
毎
日
レ

ポ
ー
ト
を
提
出
し
、厳
し
く
添
削
さ
れ
、ま

た
修
正
す
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
ま

す
。
２
年
目
は
５
Ｓ（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・

清
潔
・
躾
）を
徹
底
し
、
３
年
目
は
改
善
・

改
良
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
務
局
を
担
当
し
、

４
年
目
で
新
人
研
修
の
ト
レ
ー
ナ
ー
を
務

め
る
、
と
い
う
よ
う
に
１
年
単
位
で
目
標

を
立
て
、
４
年
間
で
企
業
人
と
し
て
相
応

の
水
準
に
引
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

技
術
・
技
能
の
面
に
お
い
て
は
、
他
の

企
業
と
連
携
し
て
技
能
検
定
を
創
設
し
ま

し
た
。
こ
の
技
能
検
定
は
今
で
は
全
国
で

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
創
設
当
初
、
技
術

検
定
の
頂
点
は
一
級
技
能
士
で
し
た
が
、

新
た
に
特
級
技
能
士
と
い
う
資
格
が
加
わ

り
ま
し
た
。
今
で
は「
特
級
技
能
士
が
何

人
い
る
」
と
い
っ
た
こ
と
が
企
業
の
技
術

力
を
測
る
物
差
し
と
な
っ
て
お
り
、
当
社

だ
け
で
な
く
、
全
国
的
な
技
術
力
の
向
上

に
寄
与
し
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

当
社
に
は
才
能
の
あ
る
社
員
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
彼
ら
が
培
っ
た
技
術
を
も
と
に

将
来
起
業
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
機
械

の
値
段
が
高
い
の
で
、
個
人
で
は
な
か
な

か
起
業
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
将
来
は

社
員
が
独
立
し
て
作
っ
た
小
さ
な
企
業
が
、

当
社
の
設
備
を
共
有
し
な
が
ら
連
携
し
て

い
く
形
に
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
人
材
活
用
に
力
を
入
れ
て
い
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
採
用
や
働
き
や
す
い
環

境
作
り
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
取
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
。

「
２
時
間
働
け
る
ア
ル
バ
イ
ト

　

職
員
」で
個
別
事
情
に

�

配
慮
し
た
働
き
方
を
実
現

エンジニア教育について熱弁する平出社長と人格形成のため
に作成された「平出精密フィロソフィ」

生産工程の見直しを図り、積極的に働きやすい環境作りを行い、
多くの女性社員が活躍している

海外ネットワークの拡大を視野に入れ、海外実習生のス
キルアップや人材育成を実践している
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編 集 後 記

　令和最初の発行です。
　平野屋物産様の取材時、包装材にお湯
（またはお水）を注ぐだけで三角形に成型
されるおにぎりを見せていただきました。
この商品の包装材はお客さまからのお声

がけで開発に至ったそうですが、これも、
出会って以降の担当者同士の永年の関係
深耕によるものとのことです。
　公庫主催の「全国ビジネス商談会」は、
全国から多様な業種のお客さまが参加さ

れます。参加される皆さまが末永くお付き
合いできる会社に出会うことができるよ
う努めてまいりますので、どうぞよろしく
お願いいたします。
 （井）

事業承継支援の取組みについて

第11回「全国ビジネス商談会」を開催しました！

日本公庫中小企業事業は、事業承継におけるお客さまの多様な課題の解決に向け、①お客さま提供用冊子である「み
らいへのバトン」や「事業承継事例集」等を活用した公庫版事業承継診断の推進、②事業承継税制等に関する情報の提
供、③お客さまのＭ＆Ａニーズに対する引き合わせ候補先の選定支援、④事業承継支援機関との連携に取り組んでいます。
事業承継に関するご相談がございましたら、支店（担当者）までお気軽にお問い合わせください。

日本公庫中小企業事業は、2019年２月25日、パシフィコ横浜において、第11回「全国ビジネス商談会」を開催し
ました。
本商談会には、当公庫のお客さまだけではなく、協賛機関から推薦のあったお客さまも加わり、全国から過去最高

の961社、約2,100名の方にご参加いただきました。
また、大手企業へ販路を拡大したいという参加企業のニーズに応え、大手企業39社を招聘しました。さらには、今

回から新たに神奈川県内の民間金融機関６機関が協賛し、それぞれ専用ブースを設置したほか、商談会の一層の活性
化を図るため、会場スペースを前回比約1.6倍に拡大しました。
参加者からは、「今まで縁がなく接触できずにいた大手企業に対して直接PRでき、

非常に良い機会であった。来年も参加したい」（参加企業）、「将来の発注候補先とし
て新たな企業と知り合うことができた」（大手企業）などの声が寄せられました。

参加企業から当日提出のあったアンケート結果
●商談会に参加した感想：「大変良かった」または「良かった」の回答率　89％
●１社あたり平均商談件数：6.5件

お客さまのＭ＆Ａニーズを支店が把握し、本部（顧客支援室）と連携して引き合わせ候補先を選定。
引き合わせにあたっては、公的支援機関である事業引継ぎ支援センターを紹介。

Ｍ＆Ａニーズに対する引き合わせ候補先選定支援の例Ｍ＆Ａニーズに対する引き合わせ候補先選定支援の例

お
客
さ
ま

（
売
手
候
補
先
）

お
客
さ
ま

（
買
手
候
補
先
）

Ａ
支
店

Ａ県の事業引継ぎ
支援センター

Ｂ県の事業引継ぎ
支援センター

Ｂ
支
店

①相談

⑤紹介 ⑤紹介

④引き合わせ
希望伝達

⑥センターを通じて
引き合わせ

②引き合わせ
希望確認

③引き合わせ
希望伝達

顧客
支援室

ニーズ集約
（候補先選定）
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事例紹介─多様な人材の活用・育成に取り組む企業　株式会社平出精密

シ
ャ
リ
ス
ト
や
意
欲
的
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
が

集
ま
り
、
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、
必
要
な
時

に
必
要
な
数
だ
け
作
る
も
の
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
省
資
源
、
省
ス
ペ
ー

ス
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現
し
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
社
会
の
形
成
に
つ
な
が
る
取
組
み

で
す
。

　

ま
た
、
特
殊
な
分
野
技
術
を
持
つ
異
業

種
企
業
が
連
携
す
る「
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｍ（
ニ
オ

ム
）
」や
、
独
自
技
術
を
持
つ
地
域
の
ト
ッ

プ
企
業
が
協
同
し
、ス
ー
パ
ー
デ
バ
イ
ス
の

開
発
か
ら
量
産
ま
で
を
行
う「
世
界
最
速

試
作
セ
ン
タ
ー
」に
も
参
画
し
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

平
出
　
精
密
板
金
技
術
の
応
用
領
域
は
無

限
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
技
術
が
も
っ
と
必

要
と
さ
れ
る
よ
う
市
場
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
当
社
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
精
密
板
金
技
術
だ
け
で
な
く
、
ア

ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
と
精
密
板
金
、
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
ー
製
品
と
精
密
板
金
と
い
っ
た

異
な
る
素
材
を
複
合
加
工
し
た
り
、
機
械

加
工
と
板
金
加
工
を
組
み
合
わ
せ
た
り
と

い
っ
た「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
精
密
板
金
加
工
」

を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
自
社
商
品
と
し
て
洗
浄
機
開
発

の
他
に
も
、
Ｘ
Ｙ
ス
テ
ー
ジ
な
ど
工
作
機

や
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
の
基
盤
と
な
る

技
術
も
研
究
し
て
お
り
、
今
後
も
製
品
を

開
発
し
て
市
場
に
提
供
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

実
は
精
密
板
金
は
い
ま
だ
業
種
と
認
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
こ
の
業
界
に

携
わ
る
全
国
の
企
業
と
と
も
に
、
１
つ
の

業
種
と
し
て
確
立
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
業
種
と
し
て
認
知
さ
れ
れ
ば

最
適
な
生
産
方
法
を
規
格
化
す
る
こ
と
が

で
き
、
専
門
性
が
高
ま
り
ま
す
。
専
門
性

が
高
ま
れ
ば
、
専
門
学
校
の
設
立
な
ど
次

世
代
の
若
者
を
育
成
で
き
る
よ
う
に
な
る

で
し
ょ
う
。

―
最
後
に
、
多
様
な
人
材
の
活
用
・
育

成
に
取
り
組
む
経
営
者
の
皆
さ
ま
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
出
　
人
は
誰
で
も
種
を
持
っ
て
い
ま

す
。
社
員
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
種
を
育
て
、

花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
企
業
の
役
目
で
あ

り
、
そ
う
し
て
は
じ
め
て
、
労
働
生
産
性

の
向
上
や
地
域
の
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
経
営
者
の
皆
さ
ん
は
、

重
い
責
任
を
背
負
い
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難

を
乗
り
越
え
て
い
く
な
か
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
で
一
隅
を
照
ら
す
存
在
で
あ
り
、

周
り
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。
芭
蕉
の
俳
句「
よ
く
見
れ
ば   

薺な
ず
な

花
咲
く   

垣
根
か
な
」と
あ
る
よ
う
に
、

社
員
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
多
く
の
気
づ

き
を
持
っ
て
接
し
、
互
い
に
力
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
、
多
様
な
人
材
の
能
力
を
引
き

出
し
、
育
て
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

（
聞
き
手　

ラ
イ
タ
ー 

山
際  

貴
子
）

平出精密に学ぶ
つのポイント3

3
Point

2
Point

1
Point

外
国
人
は
自
国
に
技
術
を
持
ち
帰
れ
る
人
材
と
し
て
育
成

多
様
な
人
材
が
働
き
や
す
い
環
境
作
り
と
し
て
、

短
時
間
で
も
働
け
る
制
度
や
リ
モ
ー
ト
で
働
く
仕
組
み
を
構
築

体
系
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
育
成
し
、

能
力
を
引
き
出
す
こ
と
で
技
術
力
向
上
を
実
現
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たな市場開拓を目指し、日々進化を遂げ
ている
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